
（様式２－２） 

宮城県ライフル射撃場に係る指定管理者の指定について 

 

１ 施設概要 

施設名 宮城県ライフル射撃場 

所在地 石巻市沢田字金山５１－１  

 

２ 募集期間 

  令和５年７月２５日から令和５年９月７日まで 

 

３ 応募団体（１団体） 

  宮城県ライフル射撃協会 

 

 

４ 審査日程   

第一次審査（書類審査）  令和５年９月７日から令和５年９月２８日まで 

第二次審査（ヒアリング）  令和５年１０月１０日 

 

５ 審査方法 

令和５年１０月１０日に宮城県企画部指定管理者選定委員会を開催し、公の施設の指定管理

者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定基準により、下記の項目について審査を

行い候補者を選定した。 

審 査 項 目 審 査 の 視 点 配点 

１ 県民の平等な利用
が確保されること 

 

設 置 目 的
の理解 

① 基本方針は、施設の設置目的を正しく認識し
たものになっているか。 

 

 

２５点 

 

 

平 等 利 用
の確保 

 

② 基本方針は、利用者の平等な利用の確保に配
慮しているか。  

③ 基本方針が事業計画に的確に反映されている
か。 

２ 公の施設の効用を
最大限に発揮すると
ともに、効率的な管
理ができること 

 

 

 

 

利用促進 ④ 施設の利用促進に向けて、具体的かつ、有効
な方策等を有しているか。  

 

 

 

 

 

４０点 

 

 

 

 

 

 

サ ー ビ ス
向上 

 

⑤ 利用者ニーズを把握し、質の高いサービスの
提供を実現させる内容となっているか。  

⑥ 開館時間、休業日の設定の考え方が適切で、
利用拡大を図るものとなっているか。  

施設管理 ⑦ 適正かつ確実に維持管理を行うとともに、環
境にも配慮したものとなっているか。  

収支計画 

 

 

⑧ 収入支出の積算がより経済的であり、管理運
営計画との整合性が図られているか。  

⑨ 指定管理料が過年度実績額と比較し、低減が
図られるものとなっているか。  

３ 事業計画書に沿っ
た管理を安定して行
う能力を有している
こと 

 

 

 

 

実施体制 

 

 

 

 

⑩ 運営体制は、管理運営計画との整合性が図ら
れ必要な資格職員が確保されているとともに、緊
急事態への対応等危機管理できるものとなって
いるか。 

⑪ 充実したサービスが提供できる職員の構成及
び配置となっているか。 

 

 

 

２０点 

 

経営基盤 

 

 

 

⑫ 申請者の経営基盤が安定しており、管理運営
計画を安定して実践できる能力を有しているか。 

⑬ 類似のスポーツ施設における管理運営の実績
があり、必要な経験及び知識を有していると認め
られるか。 



４ 情報公開、個人情 
 報の取扱いを適正に 
 行う体制が整備され 
 ていること 

情報管理 

 

⑭ 情報公開に積極的で、また、個人情報の保護
の取扱いが適切であり、具体的な定めがあるか、
又は定めようとしているか  

 

 ５点 

 

５ 公の施設の設置目
的を達成するために
必要であるとして知
事等が別に定める基
準 

その他 

 

 

 

 

⑮ 事業計画全体を通して内容に独創性があり、
施設の効用を最大限引き出すとともに、利用拡大
が図られるものとなっているか。  

⑯ 計画全体に具体性があり、実現可能なものと
なっているか。  

 

 

１０点 

 

 

 

６ 選定委員の氏名等 

 氏  名 所 属 ・ 職 

 委員長 江 間 仁 志 宮城県企画部副部長 

 副委員長 山 内 直 子 宮城県レクリエーション協会副会長 

 委 員 庄 子 真 岐 石巻専修大学経営学部経営学科教授 

 委 員 狩 野    恵 狩野恵税理士事務所税理士 

 委 員 大宮司 昭 倫 宮城県教育庁保健体育安全課長 
  

７ 採点一覧表  

団体名 審査 
項目 

委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 合計 摘 要 

宮城 県 ライ フ

ル射撃協会 
 

１ 18 19 22 18 18 95  

指定管理者 
候補者 

 

２ 33 26 33 26 30 148 

３ 18 15 18 12 15 78 

４ 4 4 3 3 3 17 

５ 7 7 7 7 7 35 

合計 80 71 83 66 73 373 
 

８ 指定管理者候補者の提案価格（収支計画）  

収入総額 ４６，１９０千円（うち県指定管理料 ３５，８５０千円） 

支出総額 ４６，１９０千円 

 

９ 指定管理者候補者 

団体名 宮城県ライフル射撃協会 

代表者 会長 鈴木 一郎 

所在地 宮城郡利府町加瀬字南野中沢４０－５１ 

 

10 指定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで 

 

11 選定理由 

当該団体は、ライフル射撃における現状及び課題を的確に捉え、現指定管理者としての実績

から、必要な知識・経験を備えているものと認められるほか、事業計画を安定して実践できる

能力を有する。利用者目線でのサービス提供や、ライフル射撃競技の普及振興及び指導者の養

成に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大により落ち込んだ利用者数を回復さ

せるための具体的な利用者増加策を有しているものと評価された。  

   以上のことから、公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定

基準に照らし、施設の管理運営を安定的・効果的に実施し得る団体として選定された。  

 

12 指定管理者候補者の指定の手続  

宮城県企画部指定管理者選定委員会の審査結果を踏まえ、上記９の指定管理者候補者は、令

和５年１１月県議会の議決を経た上で、令和５年１２月２１日に指定管理者に指定した。 

 


